
 

 

科目概要 

畜産物の安全性向上のためには，個々の畜産農場における衛生管理が重要です。農林水産

省では畜産農場に危害要因分析・必須管理点(HACCP)の考え方を取り入れた飼養衛生管理

を推進しています。本科目では，生産工程管理手法である HACCP の基礎的概念を学び，

農場 HACCP 等を活用して農畜産物の安全性に配慮した経営管理を改善する方法について

解説することを目的としています。また，畜産物のみならず，農作物の生産現場における

HACCP に基づく危害要因分析を実施しリスクを管理する手法を学び，持続的な食料生産を

実践する方法についても解説します。 

 

到達目標 

HACCP の基本的概念および HACCP 構築の手順，方法について理解し，農場 HACCP

等による経営管理，改善に関する知見を得ることを目標としています。 

 

受講に必要な基礎知識 

初学者を対象としているため，前提となる基礎知識は特に想定していません。 

 

評価の方法と基準 

 理解度テストの実施及び授業後課題の評価をもって履修完了と判断します。 

 

教科書・参考図書 

  教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 

 

備考 

原則対面での受講とし、受講者には修了時に HACCP 構築修了証を別途授与します。 

やむを得ず欠席する場合は、オンデマンドによる補講を実施しますが、HACCP 構築修了

証の授与は行いません。 

科目 No. 30010  

科目名 農場で活かす！HACCP 

科目区分 実務実践科目 

実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 

実施区分 対面 

開講時間 9 時～17 時 30 分 履修時間数 15 時間（7.5 時間×２回） 

担当講師 藤倉 雄司（帯広畜産大学・博士（農学）） 


